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公表します

平成 28 年度の健全化判断
比率・資金不足比率

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、
財政健全化判断比率と資金不足比率を公表します。

　地方公営企業の資金不足額が事業規模に対してどの程
度あるかを示すものです。水道事業会計・公共下水道事
業特別会計はともに資金不足額がないため該当はなく、
指標上は問題ありませんでした。

特別会計名 田原本町 経営健全化基準
水道事業会計 － 20%
公共下水道事業特別会計 － 20%

※�経営健全化基準とは、早期健全化基準に相当する基準です。
※�資金の不足額がないため、資金不足比率は「－」表示となり
ます。					  

資金不足比率

　町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再
生の必要性を判断するための指標です。いずれの指標も
国の基準を下回り良好な状態にありますので、引き続き
財政健全化に取り組んでいきます。

指標 田原本町 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 14.02 20.0
連結実質赤字比率 － 19.02 30.0
実質公債費比率 6.3% 25.0 35.0
将来負担比率 36.9% 350.0

※�実質収支、連結実質収支が黒字の場合、実質赤字比率、連結
実質赤字比率は「－」表示となります。

健全化判断比率

用語説明
・�実質赤字比率…標準的な収入に対する普通会計の実
質的な赤字の割合　
・�連結実質赤字比率…標準的な収入に対する全会計の
実質的な赤字の割合
・�実質公債費比率…標準的な収入に対して普通会計が
負担する実質的な借入金の返済の割合
・�将来負担比率…標準的な収入に対して普通会計が将
来負担すべき負債の割合


